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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号２

　今年、成人を迎えたのは５２９人（男２５６人・女２７３人）。１月８日、西部総合公園体育館で振袖やスーツ姿の新成
人が二十歳の門出を祝いました。
　成人式は、成人式実行委員会実行委員の堀江悠希さん、藤田愛さんの司会進行により執り行われ、三次市長と
大森 寿 子実行委員長の主催者あいさつに続き、成人者への記念品贈呈、来賓の方々からお祝いの言葉が贈られま

ひさ

した。そして、石川和華子さんによる｢はたちの主張」が述べられ周囲の方たちへの感謝の気持ちと今後の抱負を
語りました。
　成人式に出席した４２３人の皆さんの表情は、この日を迎えられた喜びに光輝いていました。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号３

▲実行委員長あいさつ大森寿子さん ▲成人者を代表して記念品を受け取った小林祐也さん

▲司会を務めた藤田愛さん（左）と堀江悠希さん（右） ▲はたちの主張を発表した石川和華子さん

尊敬する人は誰ですか？

　「たくさんいます。たくさんいて一人に絞るの
は難しいですね」と答えてくれたのは宇留野佳織
さん。人と話をするのが好きで、現在接客業の仕
事をしているそうです。

　「中学の剣道部の監督」と即答してくれた黒須貴
文さん。「監督が厳しく接してくれたおかげで精
神が鍛えられて、高校・大学受験を乗り切ること
ができたんです」

　「両親」と答えてくれたのは澤原 健 さん。「自分
けん

たち（家族）のために一生懸命働いてくれているそ
んな両親の姿を見てすごいと思うし、とても感謝
しています」

　「母」と答えてくれたのは田所 未  来 さん。
み き

　４月からは中学時代からの夢がかない、保育士
として働くそうです。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号４

　茨城県巡査を拝命以来、警
部として退職されるまで４２年
の永きにわたり、豊富な経験
と強い奉仕観念から地域住民
の安寧な生活と秩序の維持に
献身的に精励されるととも
に、後進の育成や組織の体制
整備に務められ、安全な地域
作りに多大な功績を残されま
した。

��������
（鷲子　警察功労）

�����

　美和村議会議員に当選以
来、合併後も市議会議員とし
て、３３年余の永きにわたり在
職、その間議長、副議長等の
要職を歴任され、福祉セン
ター建設等福祉施策に精励さ
れるとともに、ささの湯や花
立自然公園整備等の観光事業
にも尽力され地域の振興発展
に貢献されました。

����������	
こう くん

（鷲子　地方自治功労）
�����

　県立小瀬高等学校教諭とし
て奉職後、水戸農業高等学校
教頭を経て、大宮高等学校長
に昇格され、日立第一高等学
校長として退職されるまで３８
年の永きにわたり、教育の振
興発展に尽力され、退職後は、
常陸大宮市教育委員、教育委
員長としてご活躍されまし
た。

����������	
とく まさ

（野中町　教育功労）
�����

　吉田国民学校訓導を拝命以
来、県立水戸養護学校教頭を
経て、水戸聾学校長に昇格、
県立盲学校長を務め退職され
るまで、４０年余の永きにわた
り教育一筋に歩まれ、特に体
育の振興に意を用い、各種大
会で生徒が優秀な成績を修め
るなど卓越した指導力を発揮
されました。

������������������
か ご はた い こう

（富岡　教育功労）
�����

　大宮町消防団団員に任命以
来、消防団分団長、消防団副
団長を経て、消防団団長に昇
格され、平成１６年の合併後は
市連合消防団団長、その後、
市消防団団長として通算５８年
余の永きにわたり、自らの危
険を顧みず、地域住民の生命、
財産を守るため、消防活動に
尽力されました。

��������
（宇留野　消防功労）

�����

　警視庁巡査を拝命以来、巡
査部長、警部補を歴任され、
４２年の永きにわたり日夜献身
的努力をもって職務に精励さ
れました。主に防犯課に所属
され、地域の犯罪防止及び、
住民の防犯意識の啓発に積極
的に取り組まれ、公共の安全
と秩序の維持に貢献されまし
た。

�������
（北町　警察功労）

�����

　山方町議会議員に当選以来、
１２年の永きにわたり在職。住
民福祉の向上、町発展に尽力さ
れました。また、久隆線道路愛
護会長として環境整備に尽力
するとともに、盛金漆生産組合
を設立され、さらに奥久慈漆生
産組合となった後も、組合長を
務められ、高品質な奥久慈漆の
振興発展に貢献されました。

������
（盛金　地方自治功労）

�����

　海上自衛隊として１８年余在
職され、海上防衛に尽力され
た後、御前山村議会議員とし
て１２年在職、総務常任委員会
委員長、ダム対策特別委員会
委員長等の要職を歴任され、
ダム建設に尽力されるととも
に、住民の福祉向上及び、村
政の発展に貢献されました。

�������
（横浜市　地方自治・防衛功労）
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（発令順）
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号５

▲左から県教育庁宮本教育次長、星加さん、綿引副市長、
　県自然博物館菅谷館長　～於：県自然博物館～

　

１
月
２
日
、
坂
東
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
で
、
平
成　
２３

年　

月
に
常
陸
大
宮
市
内
で
発
見
さ
れ
た

１２
古
代
ゾ
ウ
・
ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン 
頭  
蓋 
化

と
う 
が
い

石
の
緊
急
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

頭
蓋
化
石
は
、　

月　

日
に
小
祝
区
在

１２

１１

住
の 
星  
加  
夢  
輝 
さ
ん
が
地
質
調
査
中
に
発

ほ
し 
か 
ゆ
め 
き

見
し
た
物
で
、
県
自
然
博
物
館
と
茨
城
大

学
が
共
同
で
発
掘
調
査
を
行
い
、
１
６
５

０
万
年
前
に
生
息
し
て
い
た
古
代
ゾ
ウ
の

物
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月　

日
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー

２９

ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
化
石
公
開

小
ホ
ー
ル
で
、
発
掘
調
査
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
１
５
０
人
を
超
え
る
方
が
、
県

内
外
か
ら
参
加
。
市
歴
史
民
俗
資
料
館
大

宮
館
で
は
同
日
よ
り
２
月
５
日
ま
で
特
別

公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
の
頭
蓋
化
石
は
、

こ
れ
ま
で
国
内
で
は
、
茨
城
県
、
山
形
県
、

宮
城
県
等
８
県
で
臼
歯
を
中
心
に
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
発
見
さ
れ
た
物

は
、 
頬 

き
ょ
う 

骨 こつ 
弓 

き
ゅ
う

（ 
頬 
骨
）
が
初
め
て
確
認
さ

ほ
ほ

れ
る
な
ど
頭
部
の
骨
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

発
見
さ
れ
、
ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
の
頭
蓋

標
本
と
し
て
は
世
界
屈
指
と
な
る
と
の
こ

と
で
す
。

　久慈郡宮川村立宮川中学校
教諭に奉職後、県教育委員会
指導課指導主事等を経て山方
町立長田小学校長に昇格。そ
の後山方中学校長を歴任され
４０年の永きにわたり学校教育
の進展に尽力されるととも
に、退職後は山方町教育長を
務め、町の教育発展に貢献さ
れました。

������
ちゅう

�����
いち

（山方　教育功労）
�����

　助川国民学校訓導に奉職
後、勝田市立堀口小学校教頭
等を経て、美和村立氷之沢小
学校長に昇格。大宮町立大場
小学校長、玉川小学校長を歴
任され４０年余の永きにわたり
教育振興に尽力されるととも
に、地元地区体育協会長とし
て住民の体力向上、地域活性
化に貢献されました。

�������
（泉　教育功労）

�����

　美和村消防団団員に任命以
来、消防団分団長、消防団副
団長を経て、消防団団長に昇
格。３４年の永きにわたり在職
され、村民の生命、財産を守
るため日夜献身的に消防活動
に精励されるとともに、団員
の資質向上にも努められ、消
防団の発展に尽力されまし
た。

��������
もとい

（下檜沢　消防功労）
�����

　郵政省本省に勤務され、電
波監理局等、情報通信関係部
門に在籍し、３５年の永きにわ
たり電波の監理、高度情報通
信システムの開発研究、光通
信網の全国整備等に精励さ
れ、新しい情報システムやコ
ミュニティを支える情報通信
網の整備に貢献されました。

������������
ひろ ゆき

（那賀　電気通信行政功労）
�����



広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号６

　

１
月　

日
、
市
環
境
市
民
会
議
（
平
塚

２１

修
会
長
）
主
催
に
よ
る
常
陸
大
宮
市
エ
コ

ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
約
３

８
０
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に

は
エ
コ
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
だ
事
業
所
や
個

人
宅
の
写
真
の
展
示
そ
し
て
各
団
体
に
よ

る
資
源
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
取
り

組
み
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
財
）原
子
力
安
全
技
術
セ
ン

タ
ー
の
田
村
勝
裕
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
身
の
回
り
の
放
射
線
と
環
境
影
響
」と
題

し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
、
放
射
線
と
放
射
能
の
違
い

や
自
然
界
に
存
在
す
る
放
射
線
等
の
人
体

放
射
線
の
基
礎
知
識
学
ぶ

　

１
月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で

賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人

が
出
席
し
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

交
歓
会
で
は
、
平
成　

年
中
に
善
意
銀

２３

行
、
奨
学
基
金
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
、

施
設
整
備
等
に　

万
円
（
相
当
）
以
上
の

２０

寄
付
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
と
、
叙
勲
受
章
者
へ
の
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
箱
根

駅
伝
で
４
区
を
走
っ
た
大
宮
中
出
身
で
早

稲
田
大
学
４
年
生
の
大
串 
顕  
史 
さ
ん
が
、

あ
き 
ふ
み

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

飛
躍
を
願
い
賀
詞
交
歓
会

と
し
て
、
剣
誠
会
（
藤
田
久
男
会
長
）
に

よ
る
抜
刀
道
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
静

寂
の
な
か
、
真
剣
で
巻
藁
を
斬
る
技
が
披

露
さ
れ
る
と
拍
手
が
わ
き
上
が
り
、
賀
詞

交
歓
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
消
防
出
初
式
が
お
お
み
や

消
防
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
人
を
超
え
る
市
消
防
職
員
や
消
防
団

員
等
が
一
堂
に
会
し
、
士
気
の
高
揚
と
団

結
の
強
化
を
図
り
、
今
年
一
年
の
防
災
に

対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、功
績
を
た
た
え
、団
員
の
皆
さ
ん

や
退
団
者
、
消
防
協
力
者
の
方
々
１
９
７

人
に
表
彰
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
常
陸
大
宮
市
出
初
式

へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
解
説
。
さ
ら
に
原

発
事
故
の
影
響
や
福
島
原
発
の
現
状
に
つ

い
て
も
触
れ
、
正
し
い
知
識
と
情
報
か
ら

冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号７

　

昭
和　

年
１
月　

日
、
奈
良
県
の
法
隆

２４

２６

寺
金
堂
の
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
す
る
火
災

が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
翌
年
の

昭
和　

年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

２５

れ
、
昭
和　

年
よ
り
、
火
災
が
あ
っ
た
１

３０

月　

日
が
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
ら
れ

２６
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
の
前
後
に
、

毎
年
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
に
お
い
て
も
、
教
育
委
員

会
と
消
防
本
部
が
合
同
で
、
市
内
合
計　
３４

カ
所
（
大
宮
７
、
山
方
３
、
美
和
９
、
緒

川
８
、
御
前
山
７
）
の
文
化
財
所
有
・
管

理
者
を
訪
問
し
、
消
防
設
備
の
点
検
や
防

災
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
を
火
災
等
か
ら
守
る
た
め
、
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
！

�������	
������
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　茨大生が常陸大宮市で農作業を始
めて２年目。私は４年生として新た
な発展をみせた活動を卒業研究にま
とめました。
　都市農村交流や「西塩子回り舞台」
「ふるさと探検隊」のお手伝いから始
まった活動が地域と学生を結び、学
生が畑をお借りするようになりました。
　その畑が、昨年は私たちと、農家の方たち、大成女
子高校、文化デザイナー学院の学生をつなぎ、料理が
生み出されて、平成２３年１１月６日、水戸で開かれた食
のイベント「アルベトレッペ食堂」で披露されたのです。
　「場」を扱う地理学を研究してきた私は、小さな１つ
の畑という「場」が様々な人々を結びつけた展開の過
程を分析し、改めて「場」の持つ力を見いだすととも
に、地域と大学の連携の意義を確認しました。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号８

敬称略
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▲優勝した盛和球友クラブの皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号９
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常常陸大宮リトルリーグが２年ぶり３度目の優勝！常陸大宮リトルリーグが２年ぶり３度目の優勝！
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ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎慎重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！クレジットカードの利用は慎重に！クレジットカードの利用は慎重に！

困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　クレジットカードは、手元にお金が無くても買物ができたり、簡単にキャッシングができたりと、と
ても便利な物です。しかし、便利さばかりに気を取られ、支払い能力を超えた買い物やキャッシングを
繰り返し、多重債務に陥る場合があります。利用は計画的にしましょう。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号１０

　１月１５日、大宮運動公園市民球場をスタート・ゴールと
するコースで行われ、小学生の部は公園内を、中学生と一
般の部は大宮地域内をコースとして走り２１６チームが出場
しました。
　また、１月２・３日に行われた箱根駅伝で早稲田大学の
選手として第４区を走った大串 顕  史 さん（大宮中出身）が、

あき ふみ

一般の部にゲストランナーとして参加。全区間を一人で走
り、大会を盛り上げました。（表紙）

▲左から佐藤俊太・角田和信・内田昂汰・栗田 学選手
　（緒川中）

常陸大宮市駅伝大会常陸大宮市駅伝大会常陸大宮市駅伝大会常陸大宮市駅伝大会常陸大宮市駅伝大会第
回

第7回

①世喜体協Ａ　　　②大場体協Ａ　　　　③常陸大宮消防本部
④四倉一家Ｂ　　　⑤村石体協　　　　　⑥大場体協ＣⅠ

①水戸工高Ａ　　　②太田一高Ａ　　　　③我流ＡＣ－Ａ
④太田一高Ｂ　　　⑤常陸走友会Ａ　　　⑥佐竹高Ⅱ

�一般の部

①瑞竜中　　　　　　　　②峰山中　　　　　　　　③大宮中
④太田南中　　　　　　　⑤美和中　　　　　　　　⑥水府中Ⅰ

男子
①大宮中野球部Ａ　　　　②美和中男子部活動選抜　③大宮中野球部Ｂ　　④緒川中サッカー部
⑤第一中野球部　　　　　⑥大宮中男子バスケ部Ａ　⑥第二中バスケ部ＡⅡ

①太田一・桜ノ牧合同　　②瑞竜中　　　　　　　　③佐野中
④太田南中　　　　　　　⑤勝田第二中Ａ　　　　　⑥チーム佐竹Ⅰ

女子
①美和中女子部活動選抜　②大宮中女子テニス部Ａ　③緒川中バレー部
④大宮中女子バスケ部Ａ　⑤第二中バレー部　　　　⑥山方中女子剣道部Ⅱ

�中学生の部

①大宮小Ａ　　　　②上野小　　③大宮小Ｂ　　　④村田小
⑤大宮ライオンズＣ　　　　　　⑥大宮サッカーＢ男子

低学年
①大宮小Ａ　　　　②村田小　　③フェアリーズ　④上野小
⑤大宮小Ｂ　　　　⑥大宮北小女子

①大宮小Ａ　　　　②村田小　　③上野小　　　　④御前山ビクトリーＡ
⑤大宮リトルリーグＡ　　　　　⑥山方サッカーＡ男子

高学年
①大宮小Ａ　　　　②村田小　　③上野小　　　　④大宮小Ｂ
⑤フェアリーズ　　⑥大宮北小女子

�小学生の部

主催：常陸大宮市、常陸大宮市教育委員会、一般財団法人常陸大宮市体育協会

敬称略
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号１１

高学年女子高学年男子低学年女子低学年男子部門
区間等

大森　亜美（大宮小Ａ）井上　　昴（村田小）冨田　彩花（大宮小Ａ）加藤　大星（大宮小Ａ）１　区
６：２８５：３３３：５７３：３４タイム

大内　陽菜（上野小）河野　亮太（村田小）細貝　朱里（大宮小Ａ）瀧　　公平（大宮小Ａ）２　区
５：３６４：５７３：０１２：５４タイム

倉持　泰恵（村田小）大津　　侑（大宮小Ａ）野上　舞香（上野小）石川　琢海（大宮小Ａ）３　区
５：２７５：０３３：１５２：５２タイム

長須　愛理（村田小）秋山　玄樹（大宮小Ａ）仲田　美咲（大宮小Ａ）鈴木　朝陽（大宮小Ａ）４　区
５：４５５：１９３：１２２：５６タイム

寺門史帆里（大宮小Ａ）大串　航亮（大宮小Ａ）川添　　舞（フェアリーズ）青柳　智大（大宮小Ａ）５　区
５：３９５：１４３：０２２：５８タイム

�小学生の部個人賞（低学年：１区１km　２～５区０．８km　　高学年：１区１．６km　２～５区１．４km）

一般Ⅱ一般Ⅰ女子Ⅱ女子Ⅰ中学男子Ⅱ中学男子Ⅰ部門
区間等

我妻　　治
（常陸走友会Ａ）

沼田　淳一
（世喜体協Ａ）

新原　巴菜
（大宮中女子テニス部Ａ）

竹越　智里
（太田一・桜ノ牧合同）

岡山　勇大
（大宮中男子バスケ部Ａ）

中島　公平
（大宮中）

１区
（４．１km）

１３：０１１３：３７１７：４３１５：０１１５：４２１３：０７タイム

平根　潤一
（水戸工高Ａ）

菊池　幸平
（常陸大宮消防本部）

岸　明日香
（大宮中女子テニス部Ａ）

堀江可奈子
（美和中）

大森　充裕
（美和中男子部活動選抜）

荒谷　祐介
（瑞竜中）
間宮　滉一
（峰山中）

２区
（２．１km）

６：１９７：４５８：２５７：４３７：１７６：３７タイム

雲類鷲慶太
（我流ＡＣ－Ａ）

引田　祐樹
（村石体協）

岡山　瑞希
（美和中女子部活動選抜）

磯前　美緑
（太田一・桜ノ牧合同）

諸澤　明良
（大宮中野球部Ａ）
岡山　和樹

（美和中男子部活動選抜）

寺門　　秀
（峰山中）

３区
（３．３km）

１０：１６１１：１３１３：４９１３：０９１２：４０１１：０７タイム
栗原　佑介
（水戸工高Ａ）
今野　泰吾
（太田一高Ａ）

林　　直也
（常陸大宮消防本部）

長山知亜紀
（緒川中バレー部）

堅野　里桜
（チーム佐竹）

堀江　祐貴
（第二中バスケ部Ａ）

近澤　省吾
（瑞竜中）

４区
（３．４km）

１０：２３１１：２４１４：１５１２：１５１２：２０１０：４３タイム

田家　一磨
（水戸工高Ａ）

助川　弘勝
（世喜体協Ａ）

飛田香菜美
（第二中バレー部）

仲野谷亜由
（太田一・桜ノ牧合同）

砂川　大智
（大宮中野球部Ａ）

梶山　　樹
（峰山中）

５区
（３．２km）

１０：１４１２：２２１４：１４１２：０２１２：１０１０：５３タイム

鈴木　一馬
（水戸工高Ａ）

宇留野秀一
（大場体協Ａ）

飯野　綺華
（大宮中女子テニス部Ａ）

菅　さやか
（太田中）

富田　伊吹
（大宮中野球部Ａ）

小林　　龍
（瑞竜中）

６区
（１．７km）

５：１５６：３２７：０６７：０６６：３７５：５９タイム

大木　祥太
（水戸工高Ａ）

広木　正平
（大場体協Ａ）

和知　美咲
（美和中女子部活動選抜）

長谷川　優
（太田一・桜ノ牧合同）

蓮田　貴弘
（大宮中野球部Ａ）

新井　　遼
（瑞竜中）

７区
（２．８km）

９：１３１０：５８１２：０２１１：１１１０：５８９：３８タイム

�中学・女子・一般の部区間賞



広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号１２

～ 3 月は自殺対策強化月間～～ 3 月は自殺対策強化月間～
一一人で悩まないでいで一人で悩まないで
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電話番号（相談時間等）相談窓口名称相談内容
０２９－２４３－２８７０
（受付時間　平日　午前８時３０分～午後５時１５分）茨城県精神保健福祉センター

こころとからだの健康
（うつ病などの精神疾患
や心身の不調など）

５２－１１５７（平日　午前８時３０分～午後５時１５分）茨城県常陸大宮保健所
５４－７１２１
５７－２１２１
５８－２１１１（平日　午前８時３０分～午後５時１５分）
５６－２１１１
５５－２１１１

健康推進課
山方総合支所市民福祉課
美和総合支所市民福祉課
緒川総合支所市民福祉課
御前山総合支所市民福祉課

０２９－８５５－１０００（つくば・毎日　２４時間）

茨城いのちの電話
死にたい気持ち
こころの悩み

０２９－２５５－１０００（水戸・毎日　午後１時～午後８時）
０１２０－７３８－５５６　フリーダイヤル
（毎月１０日　２４時間）
０１２０－５５６－１８９　震災ダイヤル
（毎日　午後１時～午後８時　毎月１０日除く）
０１２０－２３６－５５６　フリーダイヤル
（毎日　午前９時～午後４時　祝日・年末年始除く）いばらきこころのホットライン

���������������	
������������������������

　

多
く
の
死
は
「
自
殺
以
外
に
苦
し
み
か

ら
逃
れ
る
手
段
が
な
い
」
と
追
い
つ
め
ら

れ
、孤
立
し
た
状
態
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

孤
立
を
防
ぎ
、
周
り
の
人
と�
つ
な
が
り�

が
保
た
れ
る
こ
と
が
自
殺
防
止
に
有
効
で

す
。

　

自
殺
に
至
る
過
程
に
は
、
様
々
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
い
て
、
一
つ
の
原
因

だ
け
で
起
こ
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
ま

た
、
自
殺
の
直
前
に
は
う
つ
病
な
ど
の
精

神
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

こ
の
場
合
に
は
、
精
神
疾
患
の
治
療
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

自
殺
に
傾
く
人
は
、
前
も
っ
て
な
ん
ら

か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
未
然
に

防
げ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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�
も
し
あ
な
た
自
身
が
悩
み
を
抱
え
て
い

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ぜ
ひ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
大
切
な
人
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
人
が
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、

話
を
そ
ら
し
た
り
、
否
定
し
た
り
、
安
易

に
励
ま
し
た
り
せ
ず
、
じ
っ
く
り
と
話
を

聴
い
て
、
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

一人で悩みを抱えていませんか？一人で悩みを抱えていませんか？
一人で悩まずご相談ください。一人で悩まずご相談ください。
一人で悩みを抱えていませんか？
一人で悩まずご相談ください。

茨城県マスコット　ハッスル黄門

守ろう　いのち守ろう　いのち守ろう　いのち守ろう　いのち守ろう　いのち �
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年２月号１３

特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します
糖分摂りすぎていませんか？糖分摂りすぎていませんか？メタボリックシンドローム該当者の現状

　

平
成　

年
４
月
よ
り
、
生
活
習
慣
病
発

２０

症
の
前
段
階
と
さ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
。
以
下

「
メ
タ
ボ
」
と
い
う
）
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
検
査
す
る
た
め
、　

歳
か
ら　

歳

４０

７４

以
下
の
方
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
健

診
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
常
陸
大
宮
市
の

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
（
国
民
健
康
保

険
加
入
者
）
は
、
毎
年
わ
ず
か
に
伸
び
て

は
い
ま
す
が
、
目
標
値
に
は
到
達
し
て
い

な
い
状
況
で
、　

年
度
は
目
標
値　
 . 
７

２２

５６

％
に
対
し
て　
 . 
１
％
で
し
た
。

５１

　

メ
タ
ボ
は
、
腹
囲
が
、
男
性
は　
�
以

８５

上
、
女
性
は　
�
以
上
の
状
態
に
加
え
、

９０

「
高
血
糖
」「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常
」
の

う
ち
い
ず
れ
か
２
項
目
以
上
が
該
当
す
る

場
合
を
メ
タ
ボ
と
い
い
、
１
項
目
該
当
す

る
場
合
は
メ
タ
ボ
予
備
群
と
い
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
１
は
、　

年
度
か
ら
３
年
間
の

２０

特
定
健
診
受
診
者
に
対
す
る
、
メ
タ
ボ
と

メ
タ
ボ
予
備
群
該
当
者
の
割
合
の
推
移
で

す
。
女
性
の
割
合
に
つ
い
て
は
年
々
減
少

し
て
は
い
る
も
の
の
、　

年
度
の
メ
タ
ボ

２２

予
備
群
該
当
者
の
数
値
は
、
男
女
と
も
茨

城
県
の
平
均
よ
り
高
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
メ
タ
ボ
と
メ
タ

２１

ボ
予
備
群
だ
っ
た
方
は
合
計
で
６
８
６
人

で
、
う
ち
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
結
果
、

内
臓
脂
肪
が
減
少
し
、
翌
年
に
非
該
当
と

な
っ
た
方
は
１
８
２
人
い
ま
す
。（
減
少

率　
 . 
５
％
）。
し
か
し
、
グ
ラ
フ
１
を
見

２６

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１

て
分
か
る
よ
う
に
、
メ
タ
ボ
と
メ
タ
ボ
予

備
群
該
当
者
の
割
合
に
、
毎
年
度
ほ
と
ん

ど
変
化
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

は
、
非
該
当
と
な
る
方
が
い
る
一
方
で
、

新
た
に
該
当
す
る
方
が
い
る
た
め
で
す
。

　

グ
ラ
フ
２
と
３
は
、
メ
タ
ボ
と
メ
タ
ボ

予
備
群
該
当
者
の
内
訳
で
す
。
メ
タ
ボ
該

当
者
で
最
も
多
い
の
は
、「
腹
囲
（
男
性　
８５

�
・
女
性　
�
以
上
）
＋
高
血
圧
＋
脂
質

９０

異
常
」
の
組
み
合
わ
せ
で　
 . 
２
％
。
メ

５５

タ
ボ
予
備
群
該
当
者
で
最
も
多
い
の
は
、

「
腹
囲
（
男
性　
�
・
女
性　
�
以
上
）

８５

９０

＋
高
血
圧
」
の
組
み
合
わ
せ
で
、　
 . 
９

７２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
メ
タ
ボ

該
当
者
の　
 . 
５
％
の
方
に
、
血
糖
・
血

２１

圧
・
脂
質
の
す
べ
て
の
検
査
値
で
異
常
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
定
健
診
受
診
者
の
治
療
状

況
を
見
て
み
る
と
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
に
よ
り
治
療
を
受
け
て
い
る
方
が
多
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
２
つ
を
予
防
す
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。
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メタボとメタボ予備群該当者の推移グラフ
1
グラフ
1

メタボ該当者の内訳グラフ
2
グラフ
2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
（％）

20年度 21年度
常陸大宮市

22年度 22年度
茨城県

20年度 21年度
常陸大宮市

22年度 22年度
茨城県

メタボ予備群

メタボ

男 女

19.519.5

20.120.1

18.318.3

22.222.2

17.617.6

21.421.4

17.017.0

26.726.7 8.68.6

10.410.4

8.68.6

10.210.2

8.18.1

9.49.4

5.85.8

9.89.8

19.5

20.1

18.3

22.2

17.6

21.4

17.0

26.7 8.6

10.4

8.6

10.2

8.1

9.4

5.8

9.8

血圧血圧
72.9％72.9％

脂質異常脂質異常
21.9％21.9％

血圧
72.9％

脂質異常
21.9％

血糖 5.2％

メタボ予備群該当者の内訳グラフ
3
グラフ
3

高血糖+高血糖+
高血圧+高血圧+
脂質異常脂質異常
21.5％21.5％

高血糖+高血糖+
高血圧高血圧
19.4％19.4％

高血圧+高血圧+
脂質異常脂質異常
55.2％55.2％

高血糖+
高血圧+
脂質異常
21.5％

高血糖+
脂質異常
3.9％

高血糖+
高血圧
19.4％

高血圧+
脂質異常
55.2％
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こ
れ
ま
で
お
伝
え
し
て
き
た
よ
う
に
、

本
物�
い
ず
み�
の
繊
細
な
修
復
作
業
を

経
て
、
慎
重
か
つ
入
念
に
型
を
取
り
、
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
を
充 
填 
。
樹
脂
が
し
っ
か
り

て
ん

硬
化
す
る
の
を
待
っ
て
型
か
ら
外
し
、
作

業
開
始
か
ら
７
カ
月
目
に
し
て
、
や
っ
と

レ
プ
リ
カ�
い
ず
み�
が
現
れ
ま
し
た

（
写
真
１
・
２
）。

　

あ
ら
か
じ
め
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
に
は
土
器

に
近
い
色
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ

り
樹
脂
は
樹
脂
。
土
器
と
は
だ
い
ぶ
質
感

が
違
い
ま
す
。
本
当
に
土
器
に
見
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
・
・
？

　

質
感
は
と
も
か
く
と
し
て
、
私
た
ち
が

見
る
限
り�
い
ず
み�
の
レ
プ
リ
カ
は
、

細
部
ま
で
完
璧
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
専
門
家
か
ら
す
る
と
、
こ
の
ま

ま
で
は
不
完
全
と
の
こ
と
。
有
機
溶
剤
や

削
り
粉
を
吸
い
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
常

に
マ
ス
ク
を
着
け
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
細
か
い
作
業
を
施
す
必
要
が
あ
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　

樹
脂
製
の
レ
プ
リ
カ
に
は
小
さ
な
気
泡

が
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
表
面
に
現
れ
る

と
針
の
先
で
突
い
た
よ
う
な
小
さ
な
穴
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
表
面
を

精
査
し
、
こ
れ
を
一
つ
一
つ
樹
脂
で
埋
め

ま
す
。

　

次
い
で
、
現
物
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
小
さ
な
刃
物
や
リ
ュ
ー
タ
ー
（
歯
医

者
さ
ん
が
使
う
よ
う
な
小
さ
な
ド
リ
ル
）

を
使
っ
て
補
刻
を
行
い
、
細
部
ま
で
忠
実

に
復
元
し
て
い
き
ま
す
。
前
も
っ
て
レ
プ

リ
カ
の
表
面
に
補
刻
し
た
部
分
が
分
か
り

や
す
い
よ
う
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
塗
り
、

例
え
ば�
い
ず
み�
の
目
と
口
の
周
囲
に

施
さ
れ
て
い
る
、
鋭
い
刃
物
の
よ
う
な
道

具
で
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
模
様
（
入
墨
を

表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）

は
、
型
取
り
し
て
複
製
し
た
物
で
は
ど
う

し
て
も
シ
ャ
ー
プ
さ
に
欠
け
る
た
め
、
模

様
の
一
筋
一
筋
を
補
刻
し
て
、
よ
り
現
物

に
近
付
け
ま
す
（
写
真
３
）。
こ
の
作
業

を
胴
部
に
も
施
し
ま
す
。

　

細
か
い
仕
事
が
行
い
や
す
い
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
頭
部
と
胴
部
を
接
合
せ
ず
に
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
補
刻
が
完
了

す
れ
ば
、
双
方
の
断
面
を
整
え
て
接
合
し

ま
す
。
そ
し
て
、
本
物
の�
い
ず
み�
も

接
合
。
２
つ
の�
い
ず
み�
は
並
ん
で
置

か
れ
、
レ
プ
リ
カ
に
は�
い
ず
み�
の
色

を
忠
実
に
写
し
、
本
物
の�
い
ず
み�
に

は
樹
脂
の
充
填
さ
れ
た
箇
所
に
、
彩
色
が

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
最
終
回
。
修
復
を
完
了
し
た

�
い
ず
み�
と
レ
プ
リ
カ
の
彩
色
の
様
子

を
ご
報
告
し
ま
す
。

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

⑥
修復中！

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�

写
真
提
供
・
取
材
協
力�
府
中
工
房　

堀
江
武
史
氏

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　
１月

作　業　工　程※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

���

▲頭部脱型

���

▲胴部脱型

���

▲レプリカ頭部補刻
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前
号
で
は
、
親
鸞
の

高
弟
の
う
ち
「
二
十
四

輩
」
と
し
て
知
ら
れ
る

初
期
の
門
弟
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
選

定
さ
れ
た
門
弟
は
二
十

四
人
で
す
が
、
一
人
の

開
基
が
複
数
の
寺
を
開

い
た
と
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
現
在
で
は
、
東
国

を
中
心
と
し
た
二
十
四

輩
ゆ
か
り
の
寺
は
四
十

か
ら
五
十
ほ
ど
に
数
え

ら
れ
ま
す
（
寺
格
や
移

動
に
よ
り
最
大
で
百
八
十
ほ
ど
に
数
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
こ
の
二
十
四
人
の

う
ち
六
人
の
弟
子
の
開
い
た
寺
が
現
在
は

常
陸
大
宮
市
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
真
宗

寺
院
は
頻
繁
に
移
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

当
初
は
現
市
域
に
あ
っ
た
も
の
の
、
の
ち

に
移
動
し
て
い
っ
た
寺
院
も
あ
り
ま
す
。

市
内
の 
八  
田 
地
区
に
草
庵
を
開
い
た
と
さ

は
っ 
た

れ
る
「
八
田
の
入
信
」（
寿
命
寺
開
基
の

「
穴
沢
の
入
信
」
と
は
別
人
）
ゆ
か
り
の

寺
は
、
現
在
は
常
福
寺
と
し
て
つ
く
ば
市

大
曽
根
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
六
カ
寺
に
つ
い
て
の
概
略
を
ま

と
め
た
の
が
下
表
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

六
カ
寺
で
は
、
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
如

来
の
ほ
か
、
い
ず
れ
の
寺
で
も
聖
徳
太
子

立
像
と
開
基
上
人
の
像
を
宝
物
と
し
て
所

蔵
し
て
い
ま
す
。 
善  
徳  
寺 
、

ぜ
ん 
と
く 
じ

 
照 
し
ょ
う 
願  
寺 
、 
寿 

が
ん 
じ 

じ
ゅ

ま
た
、照
願
寺
の
聖
徳
太
子
像
も
各
地
で 
出 で

 
開 がい 
帳 
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

ち
ょ
う

坂
や
江
戸
と
い
っ
た
遠
方
の
門
徒
に
よ
っ

て
厨
子（
仏
像
や
経
を
安
置
す
る
扉
つ
き
の

箱
）が
寄
進
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

※
資
料
館
で
は
三
月
十
一
日
ま
で
企
画
展

「
親
鸞
の
高
弟
た
ち－

常
陸
大
宮
の
二

十
四
輩－

」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

�
�
�
�
�
��
��に��
��じゅう��
���
���
�

よ 
は
い

 
命 
み
ょ
う 
寺 
に
は
現
在
も
本
堂
と
は
別
に
太
子

じ

堂
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
寺
で
も
江
戸
時

代
の 
刷 
り 
物 
な
ど
を
見
る
と
太
子
堂
が

す 

も
の

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
、
浄
土
真
宗
寺
院
と
聖
徳
太
子
は
密
接

な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
す
。

　

真
宗
寺
院
に
聖
徳
太
子
像
が
祀
ら
れ
る

訳
は
、
日
本
に
仏
教
を
広
め
た
と
さ
れ
る

聖
徳
太
子
を
、
親
鸞
が
深
く
信
仰
し
て
い

た
た
め
で
す
。
親
鸞
は
、
生
涯
で
二
度
に

わ
た
り
、
修
行
中
に
聖
徳
太
子
の 
夢  
告 
を

む 
こ
く

得
た
と
さ
れ
ま
す
（
一
度
は
聖
徳
太
子
が

 
救  
世  
観  
音 
に 
化  
身 
し
た
姿
を
見
た
と
も
い

ぐ 

ぜ 
か
ん 
の
ん 

け 
し
ん

わ
れ
ま
す
）。
自
ら
が
信
仰
す
る
だ
け
で

な
く
、
庶
民
に
も
分
か
る
平
易
な
言
葉
に

 
節 
を
つ
け
た
「 
和  
讃 
」
を
作
り
、
真
宗
の

ふ
し 

わ 
さ
ん

教
義
と
合
わ
せ
て
聖
徳
太
子
の
偉
業
や
教

え
を
広
め
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

開
基
上
人
の
像
は
戦
国
期
か
ら
江
戸
時

代
初
め
に
か
け
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
江
戸
初
期
以
降
に
二
十
四
輩
寺
院
を

巡
拝
す
る
こ
と
が
、
真
宗
門
徒
は
も
ち
ろ

ん
、
一
般
庶
民
に
ま
で
娯
楽
の
一
種
と
し

て
流
行
す
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

法
専
寺
の
開
基
、
明
法
の
像
は 
笈 
（
仏

お
い

具
や
衣
服
な
ど
を
入
れ
て
背
に
負
う
た
め

の
扉
つ
き
の
箱
）の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
々
代
の
住
職
ま
で
は
、こ
の
笈
を
担

い
で
遠
方
へ
布
教
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

寺の移動現在地開基年代開基の俗名開　基真宗内の宗派二十四輩番付

南酒出（那珂市）→
現在地

鷲子額月
建保元年
（１２１３）

佐竹昌義の曾孫　南酒出六郎義茂 善  念 
ぜん ねん

本願寺派第１２番善徳寺

穴沢（城里町上阿野沢）→
現在地

野口大畠
建保５年
（１２１７）

佐竹３代秀義の子　義繁穴沢の 入 
にゅう

 信 
しん

本願寺派第１６番寿命寺

毘沙幢（市内小舟）→
春丸（市内鷲子）→現在地

鷲子城崎
貞応元年
（１２２２）

高沢城主高沢伊賀守氏信 念  信  房 
ねん しん ぼう

 勝 
しょう

 渓 
けい

真宗大谷派第１７番照願寺

楢原法徳院（市内東野）→
現在地

東野　里
嘉禄２年
（１２２６）

平清盛の孫　平能宗、
修験播磨公弁円

 明 
みょう

 法 
ほう

真宗大谷派第１９番法専寺

なし石沢　椿下
嘉禄元年
（１２２５）

後鳥羽上皇院臣
壷井大学頭橘重義

 慈  善 
じ ぜん

本願寺派第２０番常弘寺

鳥喰（那珂市）→古河→
鳥喰→古河→現在地

野上
宝治２年
（１２４８）

鳥喰六郎兵衛尉朝業 唯  円 
ゆい えん

本願寺派第２４番本泉寺

▲入信坐像（寿命寺）▲唯円坐像（本泉寺）
▲聖徳太子立像（常弘寺）
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平成２３年１月から１２月に市内で発生した火災・救急・救助の概要をお知らせします。

　火災件数は、２５件で昨年より１３件増加しました。
種別ごとにみると、建物火災が１３件と多く、その
他火災が５件、林野火災が４件、車両火災が３件
でした。

前　年　比平成２３年区　　　　　分

４件１３件建物火災

火
災
件
数

４件４件林野火災

２件３件車両火災

３件５件その他火災

１３件２５件合　　　計

９，７２１千円４９，６０３千円損　　害　　額

２１，２３８．１㎡２１，９２２．１㎡焼　損　面　積

▲２人０人死　　　　　者

９人１０人負　　傷　　者

３世帯１１世帯世　　　帯り
災 ６人２３人人　　　員

� � � � � �

　救急出動件数は、１，９３１件で昨年に比べ１２２件増
加しました。一日当たりの救急出動件数はおよそ
５．２９件です。搬送人員は１，８６４人で１１９人増加しま
した。

� � � � � � 前　年　比平成２３年区　　　　　分

１２２件１，９３１件出　動　件　数

１１９人１，８６４人搬　送　人　員

８件９件火　　　　　災

３件３件自　然　災　害

▲３件２件水　難　事　故

２７件１８４件交　通　事　故

３９件７６件労　働　災　害

▲１３件３件運　動　競　技

▲２２件２０４件一　般　負　傷

▲２件７件加　　　　　害

▲７件１７件自　損　行　為

６２件１，２０５件急　　　　　病

３０件２２１件そ　　の　　他

　救助出動件数は、２５件で昨年より６件増加しま
した。救助人員は３１人でした。

� � � � � � 前　年　比平成２３年区　　　　　分

６件２５件出　動　件　数

▲１件１件火　　　　　災

▲１件１２件交　通　事　故

１件３件水　難　事　故

２件２件自　然　災　害

▲１件１件機　械　事　故

２件２件建　物　事　故

０件０件ガス酸欠事故

０件０件爆　発　事　故

４件４件そ の 他 事 故
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健  康
通  信
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買い物する時はよく考えて！
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

�������	
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　さいたま市のキャラクターつなが竜「ヌゥ」
さんから年賀状が届きました。

　そこでヌゥさんに寒中見舞いを書きました。
　誰かに手紙を出すのは生まれて初めてのこと。
ヌゥさんの顔を頭に思い浮かべながら文章を一生
懸命考えました。そして投函。

　文化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを理解する上で欠くことので
きない貴重な歴史的財産で、将来の文化の向上・発展の基礎をなす物で
す。市では、これらの文化財の中でも特に重要な物を指定し、その保護
に努めています。平成２３年に指定を受けた文化財３件を紹介します。

����� １１月２５日指定
��������	
����������	

・宇留野氏奉納の伝承を持つ、戦
国期の軍配です。現在は茨城県
立歴史館に寄託されています。 �������	


����������� １１月２５日指定
�����

���������������������

・１９６４年、故飯村潔氏により茨城県
で初めて発見された旧石器で、茨
城の旧石器時代研究の先駆けとな
りました。現在は歴史民俗資料館
山方館に展示されています。

�������	
������ ７月２５日指定
�������	

（付属：着替え２、エプロン１、パスポート１、木製箱１、シドニー・
ギューリック手紙１、冊子２）
・１９２７年に日米友好使節としてアメリカから日本に贈られた人形が嶐郷尋
常高等小学校（現在の美和小学校）に届けられ、太平洋戦争を乗り越えて
現在に至る物です。現在は歴史民俗資料館大宮館に寄託されています。
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